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「インセンティブ」という言葉を聴いたことがあります
か?例えば、プロ野球選手の年俸を決める際に 「基本給+
インセンティブ報酬」で契約した、などということが言わ
れることがあります。これは、例えば、ヒットやホームラ
ンを多く打てば、それだけ年棒が増えるという場合などに
使われているようです。「インセンティブ」という言葉を辞
書で引くと、「誘因、目標を達成するための刺激、売り上げ
報奨金(三省堂、国語辞典)」とでています。また、インセ
ンティブについての私の勝手なイメージとして、馬の鼻先
に 「にんじん」をぶら下げて、それを目指 して一生懸命馬
が走るようなことがあります。
さて、最近の経済学におけるいくつかの トピックでは、
このインセンティブという言葉は、分析の上できわめて重
要な役割を持ちます。例えば、民間企業ならば、利潤を得
るという目標のもとで活動を行っていると想定できるのに
対 して、公的な主体について、何を目標として活動をして
いるのか、そのインセンティブとなるものは何か、という
ような具合にです。いずれにしても、インセンティブとは、
明確な目的があって(馬の例であれば、目の前のにんじん
を食べるetc.)、そのための刺激であるものと考えていただ
ければ、と思います。
ここで、ようやく本題に入るのですが、現在、私は共通
教育の第一分野 「社会」の中で、『経済学C:公共サービス
と経済学』という科目を担当しております。この科目は、
公共サービスと呼ばれるものについて、経済学的な見地か
ら、そのあり方を論ずるというものです。ここ最近は公共
料金に関することを中心にして、お話をしています。
思うに、経済学の話というのは、教育地域科学部の私の
所属する講座の学生はともかく、そうではない分野(学部)
の方からするとなかなか興味 ・関心がわきにくい面もある
ようです。実際、学生の目から見て、私の講義を受けるこ
とに関する明確な目的というのはなかなか設定しにくいと
思われます。もちろん、市民開放講座から受講される方は、
非常に高い目的意識をもっていらっしゃいます。また、受
講している学生の何人かは、なぜこれほどまでに?と思う
くらい、しっかりと授業を聞いてくださいます。しかしな
がら、すべての受講生の皆さんに、そういった明確な目的
意識をもったり、関心を持っていただいたりするのは、難
しい面もあるように感じます。
いうまでもなく、「単位をとる」学生さんにとっては、ひ
とつの大きな目標であると思います。しかし、これだけが
目標となってしまうというのは、非常に寂 しい話です。そ
こで、この講義における私の使命のひとつは、いかにうま
くインセンティブの源泉である 「にんじん」を提示するか
ということが問題になるのかな、と思います。(こんな例え
を出すことをお許 しください。インセンティブという例を
示すのに適当な例が浮かばなかったものですから。)
いかにしてインセンティブを引き出すかが問題だ、と申
し上げること自体簡単なのですが、実際にそれに対処する
ということは本当に難しいと感じます。実際、大学で何を
学ぶか、そして何を得るか、というような目的意識は各学
生個々人が自発的にもつもので、こちらがレールを引くべ
き代物ではないかもしれません。しかしながら、少なくと
も、共通教育は、本来の自分の専門分野とは別の内容に接
することによって、問題意識を醸成する機会を提供 してい
るとも考えられるわけです。そうだとすると、こちらの提
供するサービス(講義)の内容は非常に重要な意味を持っ
ていると思います。
この講義で、受講者の皆さんに 「単位の取得」というこ
と以外にも適切な目標を設定させ、適切なインセンティブ
を与える、そんな機会を提供できればなあ、と自分の講義
の内容に反省しながら考える次第です。
Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui 5
